
 

 

11月10日㈭～16日㈬は アルコール関連問題啓発週間

朝 パ
ッ

君
の

耳 よ り 情 報
健康に役立つ

情報を紹介

問健康推進課　☎286-3257
　平成26年６月１日に施行されたアルコール健康障害対策基本法において、国民の間に広くアルコール関連
問題に対する関心と理解を深めるため、毎年11月10日から16日までを「アルコール関連問題啓発週間」と定
めています。

アルコールについて
一緒に確認しよう！

酒類 度数 純アルコール量
ビール（350ml） ５％ 14g
日本酒１合（180ml） 15％ 22g
ハイボール缶(350ml) ７％ 20g
焼酎１合（180ml） 25％ 36g
ワイン一杯（120ml） 12％ 12g

適度な飲酒とは

※１日平均純アルコール量が60ｇ以上程度の人は、多量飲酒者です。

　アルコール健康障害は、本人の健康の問題であ
るだけでなく、その家族への深刻な影響や、飲酒
運転などの重大な社会問題を生じさせるおそれが
あります。節度ある適度な飲酒を心がけましょう！

◆�節度ある適度な飲酒は、１日平均純アルコール
で20ｇ程度とされています。また、女性や高齢者、
少量の飲酒で顔が赤くなる人は、これより飲酒
量を少なくすべきであると推奨されています。

あなたの飲酒量はどのくらいですか。
下の表を参考に計算してみてください。

１日平均純アルコール量を計算してみましょう
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